
衛
藤
学
長
が
初
の
卓
話

各
地
で
〝
輪
〞
広
が
る
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有
信
会（
川
畑
懿
子
理
事
長
）

の
会
員
た
ち
が
親
睦
を
深
め
る

「
八
日
会
」。
こ
れ
を
開
催
す
る

支
部
が
急
速
に
増
え
つ
つ
あ

る
。
開
催
し
て
い
る
の
は
今
年

二
月
現
在
で
計
二
十
四
支
部
。

二
年
前
に
比
べ
る
と
六
支
部

増
。“
輪
”
を
広
げ
る
動
き
が

潮
流
に
な
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
　

有
信
会
が
毎
年
三
月
に
発
行

す
る
「
有
信
会
案
内
」
に
よ
る

と
、
支
部
八
日
会
を
開
催
し
て

い
る
の
は
十
八
年
ま
で
十
八

支
部
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
二
十

年
は
二
十
四
支
部
。
新
た
に
加

わ
っ
た
の
は
香
川
県
、
柳
川
、

大
野
城
、
京
築
、
佐
世
保
、
鹿

児
島
の
六
支
部
。
参
加
す
る
会

員
た
ち
に
は
異
業
種
交
流
の
貴

重
な
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

京
築
支
部
は
発
足
が
十
八
年

十
一
月
と
新
し
い
も
の
の
、
八
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日
会
は
支
部
設
立
に
先
駆
け
て

開
催
し
て
い
た
と
い
う
。
毎
月

第
二
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら
。

本
拠
地
は
行
橋
市
だ
が
、
今
年

か
ら
新
人
会
員
の
参
加
を
よ
り

増
や
す
た
め
、二
月
は
苅
田
町
、

四
月
は
豊
前
市
で
行
う
。
毎
回

十
ー
二
十
人
が
出
席
。

　

鹿
児
島
支
部
は
名
称
を
「
七

隈
会
」
に
し
て
復
活
。
毎
月
第

二
月
曜
日
夜
に
集
ま
る
。
少
な

　

平
成
二
十
年
に
入
っ
て
初
め

て
の
本
部
・
有
信
八
日
会
は
二

月
八
日
夜
、
福
岡
市
中
央
区
の

福
岡
国
際
ホ
ー
ル
で
開
か
れ

た
。
恒
例
の
卓
話
は
衛
藤
卓
也

母
校
学
長
。
八
日
会
で
学
長
が

登
壇
す
る
の
は
初
め
て
の
こ

と
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
約

百
二
十
人
が
詰
め
か
け
て
熱
気

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　

開
会
は
午
後
六
時
半
。
川
畑

懿
子
理
事
長
が
ま
ず
学
長
紹

介
。「
交
通
経
済
学
・
交
通
政

策
が
ご
専
門
の
衛
藤
学
長
は
若

い
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
本

日
は
当
時
の
模
様
が
さ
ま
ざ
ま

伺
え
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。卓
話
は
題
し
て「
私

の
イ
ギ
リ
ス
生
活
」

　

学
長
が
イ
ギ
リ
ス
留
学
し
た

の
は
昭
和
五
十
六
年
八
月
か
ら

一
年
間
。
リ
ー
ズ
大
学
交
通
研

究
所
へ
。
取
っ
手
の
な
い
列

車
の
ド
ア
な
ど
手
動
方
式
に
戸

惑
っ
た
こ
と
を
通
し
て
「
日
本

は
全
て
自
動
方
式
で
消
費
者
天

国
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
工
業
製

品
か
ら
野
菜
・
果
物
ま
で
外
国

産
が
多
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
。

　
「
大
学
に
と
っ
て
有
信
会
は

パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
言
い
切
る
学

長
の
卓
話
は
、
政
治
・
経
済
、

さ
ら
に
童
話
絵
本
か
ら
の
教
訓

も
交
え
て
興
味
深
か
っ
た
。
学

長
を
間
近
に
し
た
参
加
者
た
ち

か
ら
は
「
温
か
み
の
あ
る
方
」

と
の
印
象
が
聞
か
れ
た
。　

い
時
も
あ
る
も
の
の
十
人
を
超

す
こ
と
も
あ
る
。
世
話
役
の
坂

口
昌
八
さ
ん
（
商
50
）
は
「
継

続
は
力
で
す
」。

　

佐
賀
支
部
の
八
日
会
は
今
年

三
月
で
な
ん
と
四
百
十
一
回
。

昨
年
の
支
部
総
会
で
八
日
会
規

約
を
制
定
。
開
催
を
奇
数
月

に
し
て
、
会
費
も
五
千
円
か
ら

三
千
五
百
円
に
ダ
ウ
ン
す
る
な

会
員
大
会
６
／
21
（
土
）

　

会
員
た
ち
が
一
堂
に
集

う
有
信
会
の
会
員
大
会
が

六
月
二
十
一
日
（
土
）
午

後
一
時
か
ら
福
岡
市
博
多

区
の
ホ
テ
ル
日
航
福
岡
で

開
催
さ
れ
る
。
多
彩
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て

お
り
、
会
員
た
ち
が
ひ
と

つ
に
結
束
す
る
。

　

当
日
は
例
年
と
同
じ

四
部
構
成
。
ま
ず
支
部

長
会
が
午
後
一
時
か
ら
。

全
国
に
広
が
る
地
域
支

部
六
十
三
、
職
域
支
部

四
十
一
か
ら
支
部
長
な
ど

代
表
者
が
集
ま
る
。
続
い

て
代
議
員
総
会
が
同
二
時

四
十
五
分
か
ら
。
十
九
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

が
行
わ
れ
る
。

　

講
演
会
は
同
四
時
か
ら

約
一
時
間
半
。
講
師
は
母

校
の
衛
藤
卓
也
学
長
。
演

題
な
ど
は
打
ち
合
わ
せ

中
。
こ
の
後
、
大
学
関

係
者
や
会
員
が
集
ま
っ
て

の
大
会
と
懇
親
会
が
開
か

れ
る
予
定
。
参
加
者
は
一

昨
年
が
五
百
六
十
人
、
昨

年
は
六
百
二
十
人
に
上
っ

た
。
今
年
は
さ
ら
に
増
え

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

な
お
、
二
十
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
は
十
九

年
度
第
二
回
代
議
員
総
会

で
審
議
。
同
総
会
は
三
月

二
十
二
日
（
土
）
午
後
四

時
か
ら
福
岡
市
中
央
区
の

福
岡
国
際
ホ
ー
ル
で
。

支部長会・代議員総会・講演会・懇親会
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。「
八
日
会

を
自
分
の
仕
事
に
も
役
立
て
よ

う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

本　

部

八
日
会　

イ
ギ
リ
ス
留
学
を
振
返
る

開
催
は
24
支
部
に
増
加

異
業
種
交
流
の
場
と
し
て

有信八日会有信八日会

本部八日会で卓話する衛藤学長（壇上）
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母
校
の
元
気
度
を
示
す
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
選
手
た
ち
が
、

い
ま
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
特

に
今
年
目
立
つ
の
は
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
。「
福
岡
大
」
の
名
を

ど
れ
ほ
ど
高
め
て
く
れ
る
か
。

期
待
の
星
た
ち
の
動
向
を
探
っ

て
み
た
。

Ｊ
１
千
葉
か
ら
ご
意
見
番
と
し

て
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
黒
部
光

昭
（
ア
ビ
ス
パ
福
岡
）
一
昨
年

夏
の
Ｗ
杯
ド
イ
ツ
大
会
に
出
場

し
た
坪
井
慶
介（
浦
和
レ
ッ
ズ
）

そ
し
て
、
今
年
の
中
国
で
行
わ

れ
た
ば
か
り
の
東
ア
ジ
ア
選
手

権
で
岡
田
ジ
ャ
パ
ン
に
招
集
さ

れ
て
活
躍
し
た
田
代
有
三
（
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
）。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
10
得
点
を
上
げ

て
チ
ー
ム
得
点
王
に
輝
い
た
高

橋
大
輔
（
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
）

も
、
今
年
は
い
っ
そ
う
の
活
躍

が
期
待
で
き
そ
う
。
三
十
人
目

の
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
に
な
る
の
は

今
春
卒
業
す
る
西
田
信
孝
。
Ｊ

２
の
Ｆ
Ｃ
岐
阜
へ
。
Ｊ
Ｆ
Ｌ
な

ど
に
も
三
人
が
入
団
す
る

　

こ
れ
ら
に
続
く
有
望
選
手
と

し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
の
が
Ｕ
ー
19
（
19
歳
以

下
）
日
本
代
表
の
Ｆ
Ｗ
永
井
謙

佑（
一
年
生
）。
一
月
の
カ
タ
ー

ル
国
際
親
善
で
の
優
勝
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
今
春
に
は
Ｕ
ー

18
代
表
候
補
に
入
っ
て
い
る
新

人
二
人
も
入
部
し
て
く
る
。
二

人
と
も
即
戦
力
と
い
う
。

　

全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
で
二

年
連
続
し
て「
全
国
ベ
ス
ト
４
」

入
り
を
果
た
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
教
授
の
乾
真
寛
・
サ
ッ
カ

ー
部
監
督
は「
体
制
は
整
っ
た
。

夢
の
全
国
制
覇
は
い
よ
い
よ
射

程
距
離
」
と
胸
を
張
る
。
同
部

の
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
昨
年

が
「
進
」。
今
年
は
創
造
的
破

壊
を
目
指
し
て
「
破
」。
そ
の

結
果
が
注
目
さ
れ
る
。

野　

球

　

プ
ロ
野
球
に
入
団
し
て
い
る

野
球
部
出
身
選
手
は
三
人
。
昨

シ
ー
ズ
ン
途
中
に
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
か
ら
広
島
東
洋
カ
ー
プ

に
移
籍
し
た
喜
田
剛
内
野
手
、

地
元
の
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に

昨
年
入
っ
た
川
頭
秀
人
投
手
、

そ
し
て
指
名
選
手
と
し
て
阪
神

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
る
新
人
の

白
仁
田
寛
和
投
手
。

　

野
球
部
の
樋
口
修
二
監
督
に

よ
る
と
、
喜
田
は
移
籍
し
て
大

ブ
レ
ー
ク
。「
今
年
は
期
待
で

き
ま
す
よ
」。
川
頭
は
故
障
し

て
い
た
膝
も
回
復
し
て
お
り

“
か
わ
ず
落
と
し
”
の
異
名
を

と
る
フ
ォ
ー
ク
で
一
軍
へ
殴
り

込
み
を
か
け
る
。
白
仁
田
は
右

肩
の
回
復
も
順
調
。
重
い
速
球

に
球
団
の
期
待
も
大
き
い
。

　

現
役
チ
ー
ム
は
今
春
、
新
人

十
六
人
が
入
部
。
こ
の
中
で
注

目
は
副
島
浩
史
（
佐
賀
北
）。

昨
年
夏
の
甲
子
園
大
会
で
「
が

ば
い
旋
風
」
を
巻
き
起
こ
し
た

主
役
だ
。
広
陵
高
と
の
決
勝
戦

で
は
３
点
差
の
八
回
一
死
満
塁

で
逆
転
満
塁
本
塁
打
を
レ
フ
ト

ス
タ
ン
ド
に
打
ち
込
ん
だ
。

　
「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
さ
す
が

に
い
い
。
勝
負
強
さ
と
パ
ン
チ

力
が
あ
る
。
役
に
立
ち
ま
す

よ
」と
樋
口
監
督
も
ぞ
っ
こ
ん
。

チ
ー
ム
は
内
野
が
若
く
、
副
島

が
守
る
三
塁
に
は
ラ
イ
バ
ル
も

多
い
。
だ
か
ら
監
督
も
「
二
年

生
ご
ろ
か
ら
出
て
き
て
く
れ
れ

ば
」
と
じ
っ
く
り
育
て
る
。

観
世
広
さ
ん（
経
36
）が
13
冊
目
を
発
行

　

四
十
歳
を
過
ぎ
て
小
説
を
書
き
始
め
た
元
高

校
教
諭
が
、
つ
い
に
十
三
冊
目
の
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
執
筆
。
一
月
十
八
日
に
は
各
界
の
知

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
盛
大
な
出
版
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
。
こ
の
人
は
太
宰
府
市
に

住
む
観
世
広
さ
ん
（
本
名
・
山
本
政
広
）。
母

校
の
経
済
学
部
を
昭
和
三
十
六
年
に
卒
業
。
辛

口
エ
ッ
セ
イ
な
ど
で
知
ら
れ
る
。

　

十
三
冊
目
の
出
版
は
「
焦
土

へ
帰
り
ゆ
く
人
々
」（
梓
書
院
）

三
百
二
十
八
頁
。
副
題
が
「
博

多
と
二
日
市
を
舞
台
と
す
る
敗

戦
秘
話
」。
敗
戦
直
後
の
荒
廃

し
た
郷
土
を
舞
台
に
見
聞
し
た

事
実
を
小
説
風
に
書
き
上
げ

た
。「
戦
争
の
記
憶
が
少
し
で

も
残
っ
て
い
る
う
ち
に
文
字
に

し
た
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

観
世
さ
ん
は
筑
紫
中
央
高
か

ら
一
年
浪
人
し
て
経
済
学
部
に

入
学
。
し
か
し
、
大
学
四
年
間

は
新
聞
部
活
動
に
打
ち
込
ん

だ
。「
経
済
学
部
卒
で
は
な
く
、

新
聞
部
卒
で
す
」。
三
年
時
に

編
集
長
に
な
り
半
月
ご
と
に
新

聞
を
発
行
。
年
間
十
四
回
出
し

た
。
予
算
が
な
く
て
部
員
は
広

告
取
り
に
走
り
回
っ
た
と
か
。

　

卒
業
後
は
教
壇
へ
。
中
学
校

を
十
年
、
高
校
で
二
十
五
年

間
。
途
中
で
書
い
た
小
説
が
地

元
新
聞
に
百
回
連
載
さ
れ
た
。

多
感
な
中
学
生
の
心
の
動
き
を

綴
っ
た
「
我
が
愛
す
る
マ
マ
」。

昭
和
五
十
七
年
に
初
出
版
さ
れ

た
。
県
立
早
良
高
を
五
十
八
歳

で
退
職
。
そ
の
後
も
教
育
問
題

を
原
点
に
社
会
時
評
や
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
次
々
に
執
筆
し
た
。

　

観
世
さ
ん
が
編
集
長
を
務
め

る
投
稿
専
門
誌
「
も
の
も
う

す
！
」
は
平
成
十
年
に
創
刊
し

て
以
来
、
す
で
に
五
十
四
号
。

毎
回
七
十
～
八
十
頁
。
エ
ッ
セ

イ
、
意
見
、
評
論
、
俳
句
、
短

歌
な
ど
自
由
な
投
稿
で
、
無
料

誌
な
が
ら
福
岡
市
内
の
主
要
書

店
に
も
置
い
て
あ
る
。

　

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
福

岡
市
博
多
区
の
総
合
結
婚
式
場

「
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｚ　

５（
リ
ッ
ツ
フ
ァ

イ
ブ
）」
で
行
わ
れ
た
。
発
起

人
は
九
州
大
名
誉
教
授
の
斉
藤

文
男
、
漂
流
物
学
会
会
長
の
石

井
忠
、
元
福
岡
国
際
大
学
長
の

高
倉
直
な
ど
の
各
氏
。
参
加
者

は
友
人
や
知
人
な
ど
約
百
四
十

人
。
同
じ
母
校
出
身
で
地
元
太

宰
府
市
の
井
上
保
廣
市
長
ら
も

駆
け
付
け
た
。

　

観
世
さ
ん
は
謝
辞
で
、
七
十

歳
を
超
し
て
心
が
け
て
い
る
こ

と
と
し
て
「
人
の
意
見
を
聞

く
。
忙
し
い
と
言
わ
な
い
。
自

分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
人
に

言
う
」
の
三
点
を
あ
げ
、
拍
手

を
浴
び
た
。

サ
ッ
カ
ー

　

サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ

へ
輩
出
し
た
プ
ロ
選
手
は
今

春
、
計
三
十
人
に
達
し
た
。
こ

の
う
ち
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
た
の
は
こ
れ
ま
で
三
人
。

13冊目の表紙

サッカー監督
の乾教授

出版記念パーティーであいさつする観世さん
夫妻（壇上）　丸写真は観世さん

全
国
制
覇
は
射
程
内
に　

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
つ
い
に
30
人

甲
子
園
の
主
役
入
部

　

阪
神
入
り
白
仁
田
も
期
待

敗
戦
秘
話
を
小
説
風
に

大
学
は
「
新
聞
部
卒
で
す
」

に
今
年
目
立
つ
の
は
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
。「
福
岡
大
」
の
名
を

に
今
年
目
立
つ
の
は
サ
ッ
カ
ー

や
野
球
。「
福
岡
大
」
の
名
を

期
待
の

星
た
ち

出版を喜び合う
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発
足
五
十
周
年
を
迎
え
た
母
校
・
学
術
文
化

部
会
（
略
称
＝
学
文
会
）
の
歴
史
を
綴
る
記
念

誌
が
こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
た
。タ
イ
ト
ル
は「
七

隈
讃
歌
」。
現
在
四
十
部
を
数
え
る
学
術
・
文

化
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
盛
衰
を
、
歴
代
の
常
任

幹
事
経
験
者
や
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
執
筆
し
て

い
る
。
全
国
の
主
要
大
学
や
マ
ス
コ
ミ
に
も
配

布
、「
福
岡
大
」
を
積
極
Ｐ
Ｒ
す
る
。

と
、
三
年
前
か
ら
計
画
。
約
一

年
が
か
り
で
編
纂
作
業
を
進
め

て
い
た
。

　

記
念
誌
は
Ｂ
５
判
サ
イ
ズ
で

百
九
十
ペ
ー
ジ
。
学
校
法
人
福

岡
大
の
末
永
直
行
理
事
長
、
山

下
宏
幸
前
学
長
、
衛
藤
卓
也

学
長
、
有
信
会
の
井
口
政
壽
名

誉
理
事
長
、
川
畑
懿
子
理
事
長

な
ど
が
祝
辞
を
寄
稿
。
常
幹
経

験
者
三
十
九
人
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

二
十
六
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

披
露
、
学
文
会
を
め
ぐ
る
読
み

物
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

各
界
で
活
躍
す
る
協
賛
者

三
十
二
人
も「
私
の
学
生
時
代
」

と
題
し
て
秘
話
な
ど
を
綴
っ

た
。
ま
た
、
母
校
の
沿
革
か
ら

学
文
・
体
育
両
部
会
に
所
属
す

る
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
ま
で
記
録
し

た
資
料
編
、
各
年
代
メ
モ
リ
ー

や
ク
ラ
ブ
活
動
の
栄
光
を
ま
と

め
た
記
録
編
ま
で
、
充
実
し
た

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
。

　

松
陵
会
が
予
定
し
て
い
る
配

布
先
は
母
校
、
有
信
会
、
父
母

後
援
会
、
学
文
・
体
育
両
部
会

の
全
八
十
六
ク
ラ
ブ
、
主
要
大

学
、
有
力
高
校
、
公
立
図
書
館
、

そ
し
て
新
聞
・
テ
レ
ビ
各
社
な

ど
。
部
数
に
余
裕
が
出
れ
ば
希

望
者
へ
の
頒
布
も
見
込
ん
で
い

る
。
関
係
者
は
「
母
校
や
有
信

会
か
ら
の
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
出
版
が
実
現
し
た
」
と

感
謝
し
て
い
る
。

　
「
七
隈
讃
歌
」
を
発
刊
し
た

の
は
学
文
会
常
幹
Ｏ
Ｂ
と
現
役

常
幹
約
二
百
七
十
人
で
組
織
す

る
「
松
陵
会
」。
Ｏ
Ｂ
の
中
に

は
七
十
歳
を
超
し
て
逝
去
者
も

出
始
め
た
た
め
「
こ
の
ま
ま
で

は
歴
史
が
消
え
る
」「
半
世
紀

の
事
実
だ
け
は
書
き
残
そ
う
」

　

松
陵
会
は
総
会
を
一
月
三
日

に
開
き
、役
員
改
選
を
行
っ
た
。

主
な
新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

　

▽
相
談
役
＝
伊
藤
改
進
（
商

35
）
大
石
精
一
（
商
37
）
伊
藤

朗
人
（
商
37
）
▽
会
長
＝
中
島

義
和
（
法
5�
）
▽
副
会
長
＝
青

谷
郁
夫
（
人
文
51
）
山
田
広
明

（
法
52
）
岡
田
勢
一
（
商
58
）

野
崎
竜
太
郎
（
経
Ｈ
11
）
▽
事

務
局
長
＝
現
役
常
幹　
　
　

　

母
校
落
語
研
究
部
出
身
で
立

川
談
志
に
入
門
し
て
い
た
立
川

生
志
（
人
文
61
）
が
念
願
の

真
打
に
昇
進
、
晴
れ
の
披
露
落

語
会
を
六
月
二
日
（
月
）
午
後

六
時
か
ら
福
岡
市
中
央
区
の
ア

ク
ロ
ス
福
岡
で
も
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。
落
研
Ｏ
Ｂ
会
あ
げ
て

全
面
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

生
志
が
入
門
し
た
の
は
昭

和
六
十
三
年
。
こ
れ

ま
で
は
「
笑
志
」
の

名
前
で
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
で
も
若
手
売

れ
っ
子
と
し
て
活
躍

し
て
き
た
。
真
打
昇

進
を
機
に
「
生
志
」

に
改
名
す
る
。
真
打

披
露
は
ま
ず
四
月
四

日
に
東
京
・
帝
国
ホ

テ
ル
で
行
う
。
続
い

て
四
月
二
十
二
日
、

五
月
九
日
、
同
十
九

日
ー
二
十
三
日
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
い
っ
ぱ
い
。

　

落
研
Ｏ
Ｂ
会
で
は
お
祝
い
と

し
て
、
後
幕
と
の
ぼ
り
を
贈
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
大
学
名
も

入
れ
る
予
定
。
福
岡
で
の
真
打

披
露
に
は
談
志
師
匠
を
は
じ
め

一
門
の
メ
ン
バ
ー
が
勢
揃
い
す

る
。
入
場
料
は
五
千
五
百
円
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
の
病
院
で
入

院
患
者
が
拳
銃
で
射
殺
さ
れ
た

事
件
で
、
福
岡
県
警
の
警
部
補

が
暴
力
団
組
員
の
容
疑
者
と
格

闘
の
末
、
そ
の
場
で
ね
じ
伏
せ

た
。
銃
口
を
前
に
し
て
冷
静
に

対
処
し
た
警
部
補
は
母
校
卒
。

学
生
時
代
か
ら
空
手
の
少
林
拳

法
部
で
活
躍
し
て
い
た
。
関
係

者
は
「
こ
れ
ぞ
少
林
拳
魂
！
」

と
喝
采
を
送
っ
て
い
る
。

　

事
件
が
起
き
た
の
は
昨
年

十
一
月
八
日
。
武
雄
市
の
整
形

外
科
病
院
で
二
階
病
室
に
入
院

し
て
い
た
自
営
業
者
が
暴
力
団

関
係
者
と
間
違
わ
れ
て
拳
銃
で

撃
た
れ
、間
も
な
く
死
亡
し
た
。

撃
っ
た
男
は
車
で
逃
走
。
佐
賀

県
警
は
福
岡
市
に
住
む
暴
力
団

組
員
を
犯
人
と
み
て
殺
人
容
疑

で
逮
捕
状
を
取
っ
て
い
た
。

　

容
疑
者
を
逮
捕
し
た
お
手
柄

の
警
部
補
（
法
60
）
は
福
岡
県

警
地
域
部
所
属
。
職
務
質
問
の

指
導
官
を
務
め
て
い
る
。
事
件

発
生
か
ら
十
七
日
後
の
十
一
月

二
十
五
日
午
前
零
時
四
十
分
ご

ろ
、
同
僚
や
若
手
警
察
官
と
三

人
で
パ
ト
カ
ー
に
乗
り
、
大
野

城
市
内
の
街
頭
を
警
ら
中
に
不

審
車
両
を
見
つ
け
た
。
女
性
運

転
の
車
は
パ
ト
カ
ー
を
見
て
急

に
Ｕ
タ
ー
ン
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

の
駐
車
場
へ
。

　

パ
ト
カ
ー
は
逆
方
向
か
ら
駐

車
場
へ
入
り
、
車
か
ら
降
り
た

男
に
職
質
。
車
内
検
索
に
か
か

る
と
男
が
大
声
で
拒
否
。
内
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
拳
銃
を
取
り
出
そ

う
と
し
た
。
警
部
補
は
と
っ
さ

に
男
の
右
手
を
抑
え
た
が
、
男

は
「
撃
つ
ぞ
」「
撃
つ
ぞ
」。
同

僚
も
男
の
背
後
か
ら
組
み
付
い

た
。
も
み
合
っ
て
男
の
手
が
上

向
い
た
瞬
間
に
「
パ
ー
ン
」。

銃
声
が
響
い
た
。

　

拳
銃
は
38
口
径
。
実
弾
五
発

が
ま
だ
装
て
ん
さ
れ
て
い
た
。

男
を
銃
刀
法
違
反
の
現
行
犯
で

逮
捕
、
拳
銃
二
丁
と
実
弾
二
十

数
発
も
押
収
。
筑
紫
野
署
に
引

き
継
い
だ
。
一
緒
だ
っ
た
女
性

も
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
の
疑

い
で
逮
捕
。
男
が
武
雄
事
件
の

容
疑
者
だ
っ
た
こ
と
を
警
部
補

が
知
っ
た
の
は
朝
七
時
の
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

警
察
官
に
な
っ
て
数
々
の
武

勲
を
挙
げ
て
い
る
警
部
補
は
、

学
生
時
代
か
ら
少
林
拳
法
部
に

所
属
。
各
種
大
会
で
も
優
勝
し

て
き
た
。
現
在
も
現
役
学
生
の

指
導
を
続
け
る
。
銃
口
を
前
に

し
て
容
疑
者
を
取
り
押
さ
え
た

こ
と
に
つ
い
て
は
「
自
然
体
、

平
常
心
を
鍛
錬
し
て
き
た
賜
物

で
し
ょ
う
」
と
言
う
。

落研出身の立川生志（人文 61）
６／２㈪に「真打」披露

会
長
に
中
島
氏

松
陵
会
役
員
改
選

1年がかりで編さんされた記念誌「七隈讃歌」

真打になった立
川生志

読
み
物
か
ら
記
録
ま
で

全
国
主
要
大
学
に
も
配
布
へ

警
部
補（
法
60
）が
お
手
柄

銃
口
を
前
に
少
林
拳
魂
！

歴史書き残そう

学
文
会
の
50
年
を
綴
る
「
七
隈
讃
歌
」

武
雄
事
件
の
殺
人
犯
ね
じ
伏
す
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七
隈
ウ
ー
マ
ン
全
国
に
羽
ば
た
く

　

♪　

赤
い
空　

青
い
星　

白

い
雲　

ま
と
っ
た
私
は
儚
い
泡

広
い
宇
宙
の
中
で　

満
た
さ
れ

な
い
夢
を
叶
え
る
た
め
に　

浮

か
ん
で
い
る
ー

　

サ
リ
ー
ケ
イ
さ
ん
が
作
詞
・

作
曲
し
た
「
た
び
ん
ち
ゅ
う
」

の
歌
詞
の
一
節
だ
。
メ
ロ
デ
ィ

は
軽
や
か
で
早
い
テ
ン
ポ
の

ポ
ッ
プ
ス
系
。「
自
分
が
今
い

る
の
も
、
周
り
の
友
だ
ち
や
自

然
や
地
球
が
あ
る
か
ら
」
と
の

思
い
を
込
め
た
。
人
間
が
住
め

る
星
は
地
球
だ
け
。
こ
れ
を
大

　

第
五
回
女
性
起
業
家
大
賞
の

特
別
賞
に
な
っ
た
サ
ー
ズ
・
恵

美
子
さ
ん
（
法
Ｈ
８
）
は
福
岡

市
中
央
区
赤
坂
一
丁
目
に
あ
る

株
式
会
社「
テ
ィ
ー
ツ
ー
イ
ー
」

の
代
表
取
締
役
。
つ
ま
り
社
長

だ
。
三
月
に
発
行
さ
れ
た
日
本

商
工
会
議
所
の
機
関
紙
「
い
し

が
き
」
に
も
期
待
の
起
業
家
と

し
て
、
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
ば
か
り
。

　

サ
ー
ズ
さ
ん
は
旧
姓
・
堤
。

昨
年
六
月
に
結
婚
し
て
姓
が
変

わ
っ
た
。
小
郡
高
校
か
ら
福
岡

　

七
隈
ウ
ー
マ
ン

が
、
ま
た
全
国
に
輝
い

た—
母
校
在
学
生
の

三
四
％
が
女
性
と
い
う

時
代
。
現
役
も
卒
業
生

も
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は

目
覚
ま
し
い
。
環
境

省
な
ど
主
催
の
「
エ

コ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

２
０
０
７
」
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
部
門
で

現
役
の
サ
リ
ー
ケ
イ
さ

ん
（
医
学
部
五
年
生
）

が
全
国
の
応
募
者
を
抑

え
て
見
事
に
グ
ラ
ン
プ

リ
を
獲
得
。
ま
た
、
全

国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
に
よ
る
「
女
性

起
業
家
大
賞
」
で
は
福

岡
市
で
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経

営
す
る
サ
ー
ズ
・
恵
美

子
さ
ん
（
法
Ｈ
八
）
が

晴
れ
の
特
別
賞
を
受
賞

し
た
。
ど
ち
ら
も
七
隈

パ
ワ
ー
だ
。

切
に
守
っ
て
行
こ
う
と
の
願
い

を
言
葉
に
し
た
と
い
う
。

　

エ
コ
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
は
平

成
十
七
年
に
名
古
屋
で
行
わ
れ

た
「
愛
・
地
球
博
」
を
き
っ
か

け
に
始
ま
っ
た
。
企
業
・
市
民
・

文
化
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
コ
ン

テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
サ

リ
ー
ケ
イ
さ
ん
が
最
高
賞
を
受

け
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
部
門

も
そ
の
ひ
と
つ
。
昨
年
十
二
月

十
四
日
に
東
京
国
際
展
示
場
で

あ
っ
た
受
賞
記
念
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
本
人
が
透
明
感
の
あ
る
歌

声
で
受
賞
曲
を
披
露
し
た
。

　

サ
リ
ー
ケ
イ
さ
ん
の
本
名
や

年
齢
は
非
公
開
。
だ
が
、
母
校

卒
業
生
だ
け
に
は
こ
っ
そ
り
教

え
て
く
れ
た
。
本
名
は
幸
喜
沙

里
。
生
ま
れ
は
沖
縄
県
う
る
ま

市
（
旧
具
志
川
市
）、
球
陽
高

校
卒
。
初
め
は
国
立
の
医
科
大

を
狙
っ
て
い
た
が
、
浪
人
す
る

こ
と
三
年
間
。
そ
こ
で
両
親
か

ら
「
私
立
で
も
Ｏ
Ｋ
」
と
な
っ

て
福
岡
大
医
学
部
へ
。

　

音
楽
に
は
幼
い
時
か
ら
親
し

ん
で
き
た
。
父
親
が
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
関
係
の
仕
事

で
、
自
宅
に
音
響
機
器
も
た
く

さ
ん
あ
っ
た
か
ら
だ
。
中
学
生

の
こ
ろ
か
ら
作
詞
・
作
曲
も
始

め
た
。
大
学
に
入
っ
て
、
学
年

が
上
が
る
ご
と
に
勉
強
時
間
が

増
え
て
く
る
。
し
か
し
、
学
校

近
く
の
自
室
に
は
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
一
台
を
置
い
て
、
目
覚
ま

し
代
わ
り
に
毎
朝
十
分
前
後
は

弾
く
の
が
習
慣
。

　

今
回
の
「
た
び
ん
ち
ゅ
う
」

は
旅
と
宇
宙
を
繋
い
だ
造
語
。

自
己
採
点
は
七
十
点
と
か
。

二
十
曲
を
超
す
自
作
の
曲
の
う

ち
「
Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ　

Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ａ
」「
Ｓ
Ｅ
Ａ　

Ｙ
Ａ
」
な
ど

は
ネ
ッ
ト
で
聴
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
将
来
は
故

郷
に
帰
っ
て
医
者
に
な
る
の
が

夢
。
そ
の
時
、
音
楽
は
治
療
の

一
環
と
し
て
患
者
の
心
を
和
ま

せ
る
手
段
に
使
う
つ
も
り
だ
。

「
だ
か
ら
、
聞
く
人
に
合
わ
せ

た
音
楽
作
り
を
め
ざ
し
た
い
」

と
い
う
。

大
法
学
部
に
入
っ
た
の
は
「
文

系
で
の
偏
差
値
が
高
く
、
こ
こ

に
入
れ
ば
父
親
が
喜
ん
で
く
れ

る
だ
ろ
う
」
と
の
思
い
か
ら
。

高
校
か
ら
推
薦
を
受
け
た
の

で
、
受
験
勉
強
も
必
要
な
か
っ

た
。
当
然
、
大
学
入
試
も
全
く

経
験
な
し
。

　

四
人
姉
弟
の
長
女
だ
が
「
も

と
も
と
知
ら
な
い
も
の
へ
の
好

奇
心
が
強
い
」
性
格
か
ら
、
一

年
生
の
時
に
ラ
ク
ロ
ス
の
同

好
会
を
作
っ
た
。
競
技
の
ル
ー

ル
も
練
習
方
法
も
知
ら
な
い
ま

ま
。
そ
こ
で
関
西
学
院
大
へ
習

い
に
行
っ
た
と
か
。
ゼ
ミ
は
国

際
政
治
学
が
専
門
の
ウ
エ
ス
ト

ン
・
ス
チ
フ
ァ
ニ
ー
教
授
。

　

就
職
は
父
親
が
不
動
産
会
社

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
初
め
は

建
設
会
社
へ
。
し
か
し
、
八
年

前
の
２
０
０
０
年
に
「
テ
ィ
ー

ツ
ー
イ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。

姓
の
堤
か
ら
「
テ
ィ
ー
」
操
業

年
か
ら「
ツ
ー
」イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
商
取
引
・
ｅ
コ
マ
ー
ス
か

ら
「
イ
ー
」
を
取
っ
た
。
従
業

員
五
人
。
主
な
事
業
は
、
裁
判

所
が
出
す
不
動
産
競
売
情
報
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
契
約
顧

客
へ
流
す
こ
と
。

　

会
員
は
現
在
百
八
十
社
。
こ

の
う
ち
九
割
が
不
動
産
会
社
。

金
融
機
関
や
個
人
投
資
家
な
ど

の
利
用
も
あ
る
。
福
岡
で
競

売
に
出
て
く
る
の
は
年
間
千
ー

千
二
百
件
。
こ
の
ほ
か
、
競
売

の
三
、四
カ
月
前
に
出
て
く
る

毎
日
の
情
報
も
配
信
し
て
い

る
。
物
件
の
転
売
を
扱
う
「
売

リ
ボ
ウ
ズ
」
も
人
気
商
品
に
。

　

女
性
起
業
家
大
賞
へ
の
応
募

は
福
岡
商
工
会
議
所
が
推
薦
し

た
。
福
岡
県
内
か
ら
の
受
賞
は

四
年
ぶ
り
の
こ
と
と
い
う
。
ご

主
人
の
ニ
ッ
ク
・
サ
ー
ズ
さ
ん

は
カ
ナ
ダ
出
身
。
日
本
に
き
て

も
う
二
十
数
年
に
な
る
。
九
州

で
暮
ら
す
外
国
人
や
海
外
か
ら

の
観
光
客
向
け
の
情
報
誌
「
Ｆ

Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ　

Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の

発
行
責
任
者
。
こ
の
情
報
誌
は

日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
で
書
い
て
あ
る
。

　

学
部
同
窓
会
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ

た
。
各
学
部
と
も
総
会
で
は
講

演
会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

多
様
な
行
事
を
予
定
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
さ
て
、
あ
な
た
の

学
部
は
？
ー
。

　

総
会
の
ト
ッ
プ
を
切
る
商
大

会
は
ま
ず
講
演
会
。
人
文
学
部

の
森
茂
暁
教
授
か
ら
「
博
多
か

ら
日
本
史
を
見
直
そ
う
」
と
題

し
た
話
を
聞
い
た
あ
と
、
総
会

と
懇
親
会
。
続
い
て
翌
日
に
は

商
学
部
。
当
日
は
大
学
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
あ
り
、
こ

れ
が
終
わ
っ
た
後
に
総
会
を
予

定
し
て
い
る
。

　

法
学
部
は
「
思
い
出
の
名
講

義
」
を
予
定
す
る
。
坂
口
裕
英

名
誉
教
授
を
招
い
て
、
往
年
の

教
室
を
再
現
。
総
会
は
文
系

セ
ン
タ
ー
十
五
階
、
懇
親
会
は

十
六
階
で
行
う
。
烏
帽
子
会
は

医
学
部
と
大
学
病
院
の
合
同
同

窓
会
。
ま
ず
特
別
講
演
会
を
エ

ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
で
。
聖
路
加

国
際
病
院
の
日
野
原
重
明
理
事

長
の「
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
」

を
聞
く
。
総
会
と
懇
親
会
は
福

岡
国
際
ホ
ー
ル
で
行
う
。

　

秋
の
経
済
学
部
も
講
演
会
を

計
画
中
。
福
陽
会
は
創
立
四
十

周
年
記
念
と
し
て
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
徳
田
勇
治
取
締
役
の
記
念

講
演
を
予
定
。
商
学
部
第
二
部

も
卓
話
を
検
討
し
て
い
る
。

　

平
成
八
年
か
ら
“
休
眠
”
状

態
だ
っ
た
伊
万
里
支
部
が
十
二

年
ぶ
り
の
総
会
を
二
月
二
日
、

伊
万
里
市
の
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ

ア
伊
万
里
で
開
催
し
た
。
会
員

五
十
四
人
が
参
加
。
有
信
会
か

ら
真
新
し
い
支
部
旗
が
贈
ら

れ
、
再
ス
タ
ー
ト
を
祝
っ
た
。

　

総
会
に
は
大
学
か
ら
就
職
・

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
の
中
村
信

博
セ
ン
タ
ー
長
ら
、
有
信
会
か

ら
も
川
畑
理
事
長
が
出
席
。
昨

年
の
準
備
会
で
確
認
さ
れ
て
い

た
堤
茂
樹
支
部
長
（
工
51
）
が

「
世
代
を
超
え
た
懇
親
の
場
と

し
て
支
部
の
輪
を
少
し
ず
つ
広

げ
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

懇
親
会
で
は
全
員
が
校
歌
や
七

隈
ト
ン
ビ
を
力
い
っ
ぱ
い
斉
唱

し
た
。
同
支
部
は
も
と
も
と
昭

和
四
十
三
年
に
設
立
さ
れ
た
も

の
の
、
活
動
が
一
時
期
停
止
。

こ
の
た
め
堤
支
部
長
ら
を
中
心

に
支
部
再
開
へ
動
い
て
き
た
。

有
信
会
の
動
き
な
ど
を
聞
い

た
。
新
入
行
員
二
十
二
人
も
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
。
仕
事
の
話

や
学
生
時
代
の
思
い
出
な
ど
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

親
。
参
加
者
は
更
な
る
親
交
と

支
部
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

二
水
会（
商
大
31
年
卒
）

同
伴
者
も
準
会
員
で

　

商
大
第
四
期
生
「
二
水
会
」

の
総
会
は
二
月
十
三
日
、
福
岡

市
中
央
区
の
福
新
楼
で
行
わ
れ

た
。
有
信
会
か
ら
佐
藤
副
理
事

長
が
出
席
。
会
員
ら
三
十
人
が

顔
を
揃
え
た
。
八
年
前
か
ら
同

伴
者
も
準
会
員
に
登
録
し
た
た

め
微
増
傾
向
に
あ
り
、
今
回
も

四
人
の
ご
夫
人
が
会
場
を
彩
っ

た
。
会
員
百
十
人
は
福
岡
を
中

心
に
九
州
各
県
、
神
奈
川
、
茨

城
、
東
京
な
ど
に
散
在
。
十
一

月
に
は
一
泊
二
日
の
予
定
で
各

地
へ
出
か
け
、
地
域
会
員
と
の

交
流
を
図
っ
て
い
る
。
来
年
に

は
発
足
四
十

年
の
節
目
を

迎
え
る
二
水

会
。「
今
後

も
参
加
者
増

加
を
め
ざ

す
」
と
意
気

盛
ん
。

島

根

東

支

部

初
の
親
善
ゴ
ル
フ
も

　

島
根
東
部
支
部
の
第
二
十
九

回
総
会
は
こ
の
ほ
ど
出
雲
市
の

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
、
大

学
か
ら
総
合
情
報
処
理
セ
ン

タ
ー
の
戸
崎
悟
郎
事
務
部
長
、

有
信
会
か
ら
水
原
副
理
事
長
が

出
席
、
計
十
八
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
。
第
三
十
期
の
事

業
報
告
や
収
支
報
告
が
あ
り
、

新
し
い
事
業
計
画
や
予
算
案
を

可
決
し
た
。
懇
親
会
で
は
母
校

の
近
況
な
ど

で
交
流
が
弾

ん
だ
。
総
会

に
先
立
っ

て
、
初
め
て

の
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
も

実
施
。
Ｐ
Ｒ
不
足
な
ど
も
あ
っ

て
参
加
者
は
六
人
だ
っ
た
。

下

関

支

部

バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り

　
「
さ
あ
買
う

た
、
さ
あ
買
う

た
」
ー
会
場
に

威
勢
の
い
い
掛

け
声
が
響
い
た

の
は
下
関
支
部

の
十
九
年
度
総

会
。
昨
年
十
一
月
十
六
日
、
下

関
市
の
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
で

あ
り
、五
十
七
人
が
参
加
し
た
。

大
学
か
ら
七
十
五
周
年
募
金
事

務
室
の
船
越
康
男
室
長
、
有
信

会
か
ら
も
植
村
理
事
が
出
席
、

母
校
や
有
信
会
の
活
動
ぶ
り
が

報
告
さ
れ
た
。
懇
親
会
を
盛
り

上
げ
た
の
は
馬
関
流
バ
ナ
ナ
叩

き
売
り
保
存
促
進
会
の
上
野
山

陽
会
長
に
よ
る
名
調
子
。
売
上

金
は
母
校
へ
の
寄
金
と
し
て
、

そ
の
場
で
船
越
室
長
に
手
渡
さ

れ
た
。
支
部
総
会
は
毎
年
十
一

月
の
第
三
金
曜
日
に
定
着
し
て

い
る
が
、
問
い
合
わ
せ
は
事
務

局
・
崎
野
ま
で
。

　

第
三
十
九
回
を
迎
え
た
直
鞍

支
部
の
総
会
も
十
一
月
十
六

日
、
直
方
市
の
グ
ラ
ン
デ
ビ
ュ

で
催
さ
れ
た
。
会
員
百
八
人
が

参
加
。
大
学
か
ら
言
語
研
究
セ

ン
タ
ー
の
輪
田
裕
セ
ン
タ
ー
長

と
施
設
部
の
竹
下
博
幸
部
長
、

有
信
会
か
ら
川
畑
理
事
長
を
は

じ
め
宗
像
、
田
川
、
飯
塚
、
北

九
州
、
京
築
各
支
部
長
ら
が
出

席
し
た
。
事
業
報
告
、
決
算
、

役
員
改
選
な
ど
を
承
認
し
た
あ

と
懇
親
会
。
宗
像
支
部
の
江
上

隆
行
副
支
部
長
が
相
撲
甚
句
を

披
露
、
妖
艶
な
神
州
太
鼓
の
演

奏
も
あ
り
、
恒
例
の
福
引
き
で

賑
わ
っ
た
。
来
賓
を
壇
上
に
し

て
全
員
で
校
歌
も
斉
唱
し
た
。

会
員
１
４
６
人
参
加

　

会
員
総
数
四
百
六
十
三
人
の

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
支
部
の
総

会
は
昨
年
十
一
月
十
四
日
、
福

岡
市
中
央
区
の
平
和
楼
本
店

で
開
か
れ
た
。
会
員
の
三
割
を

超
す
百
四
十
六
人
が
参
加
。
来

賓
と
し
て
大
学
か
ら
衛
藤
学
長

ら
、
有
信
会
か
ら
も
水
原
副
理

事
長
が
出
席
。
母
校
の
近
況
や

創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
、

愛

媛

県

支

部

75
周
年
事
業
を
聞
く

　

愛
媛
県
支
部
の
第
十
五
回
総

会
は
十
一
月
二
十
九
日
、
松
山

市
の
Ｊ
Ｒ
会
館
で
行
わ
れ
た
。

会
員
二
十
一
人
が
参
加
。
大
学

か
ら
宮
本
徳
夫
学
長
補
佐
ら
が

出
席
。
七
十
五
周
年
記
念
事
業

準
備
室
の
古
賀
保
夫
室
長
か
ら

事
業
概
要
や
募
金
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
。
出
席
者
全
員

が
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
を

行
っ
て
親
睦
を
深
め
、
一
年
後

の
次
回
総
会
で
の
再
会
を
確
か

め
合
っ
た
。

長
門
地
区
支
部

叙
勲
の
藤
田
氏
祝
う

　

長
門
地
区
支
部
の
総
会
は

十
二
月
一
日
、
湯
本
温
泉
ホ
テ

ル
・
枕
水
で
あ
っ
た
。
会
員

十
二
人
と
大
学
か
ら
七
十
五
周

年
募
金
事
務
室
の
船
越
康
男
室

長
を
迎
え
た
。
長
門
商
工
会
議

所
会
頭
で
前
支
部
長
の
藤
田
光

久
氏
（
短
大
32
）
が
秋
の
叙

勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
け
た
た

め
、
支
部
か
ら
花
束
を
贈
っ
て

お
祝
い
し
た
。

サリーケイさん（医５年生）サーズ・恵美子さん（法Ｈ８）

　名　　称　　　　　開催日　　会　　場
人文学部代議員総会　４/26 ㈯　大学内
　　　　　　　　　　11 時〜 13 時
商大会第 3回総会　　５/17 ㈯　福新楼
（短大・商大）　　　　15 時〜 17 時　
商学部第 3回総会　　５/18 ㈰　大学内
　　　　　　　　　　ホームカミング終了後
法学部第４回総会　　６/22 ㈰　大学内
　　　　　　　　　　10 時〜 14 時半
烏帽子会第27回総会　７/12 ㈯　福岡国際ホール
（医学部）　　　　　　16 時〜 20 時
経済学部第 4回総会　10/25 ㈯　福岡国際ホール
　　　　　　　　　　16 時半〜 20 時半
福陽会40周年総会　　11/22㈯　ホテルニューオータニ博多
（工学部社会ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科）15 時〜 16 時半
商二部第 3回総会　　11/23 ㈰　福岡国際ホール
　　　　　　　　　　12 時半〜
健信会（スポーツ科学部）第20回総会　　検討中
薬学部　　　　　　　次回は平成22年ごろの予定
理学部　　　　　　　次回は平成22年に予定
化工会（工学部化学工学科）昨年開催、３年に１回
福電会（工学部電気工学科）昨年開催、５年に１回

相撲甚句や太鼓で

支
部
名　

開
催
日　

場
所　
　

参
加
数　

本
部
出
席
者

香
川
県　

12
／
１　

高
松
市　
　

40　
　

川
畑
理
事
長

長
門
地
区　

12
／
１　

長
門
市　
　

25　
　

添　

田　

１
／
27　

添
田
町　
　

30　
　
水
原
副
理
事
長

伊
万
里　

２
／
２　

伊
万
里
市　

60　
　

川
畑
理
事
長

二
水
会　

２
／
13　

福
岡
市　
　

31　
　
佐
藤
副
理
事
長

奈　

良　

２
／
15　

奈
良
市　
　

14　
　

飯　

塚　

２
／
22　

飯
塚
市　
　

101　
　

川
畑
理
事
長

支 部 総 会 記 録
（12月−２月）

西日本シティ銀行支部

地
球
に
感
謝
…
作
詞
・
作
曲

「
沖
縄
に
帰
っ
て
医
者
に
な
る
」

顧
客
へ
不
動
産
競
売
情
報

「
学
生
時
か
ら
好
奇
心
が
強
い
」

総会は多様に

学部同窓会の開催予定
（２月末現在判明分）

講
演
会
や
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も

伊万里支部が再発足

12年ぶりお目覚め

直 鞍 支 部

第5回女性起業家大賞
特 別 賞

エコジャパンカップ
　グランプリ



（�）第 126号 有　　　信

平成 20 年度　特別会計収支予算書（案）

　
平成 20 年４月１日から平成 21 年３月 31 日まで

単位：千円
科　　　目 予算額 前年度予算額

Ⅰ　事業活動収支の部
　1. 事業活動収入
　　①特定資産運用収入
　　　受取利息収入 2,010 1,455
　　②雑収入 0 0
　　　事業活動収入計 2,010 1,455
　2. 事業活動支出
　　①事業費支出
　　　　褒章費支出 1,000 1,000
　　　　記念誌支援費支出 0 750
　　　　会議費 0 0
　　　　雑費支出 0 0
　　　事業費支出計 1,000 1,750
　　②管理費支出
　　　　報酬費支出 0 0
　　　　会議費支出 0 0
　　　　雑費支出 4 4
　　　管理費支出計 4 4
　　　事業活動支出計 1,004 1,754
　　　　事業活動収支差額 1,006 △　　299
Ⅱ　投資活動収支の部
　投資活動収入
　　　投資活動収入計 0 0
　投資活動支出
　　　投資活動支出計 0 0
　　　投資活動収支差額 0 0
Ⅲ　財務活動収支の部
　1. 財務活動収入
　　　財務活動収入計 0 0
　2. 財務活動支出
　　　財務活動支出計 0 0
　　　財務活動収支差額 0 0
Ⅳ　予備費支出 0 0
　　　当期収支差額 1,006 △　　299

平成 20 年度　収支予算書総括表（案）
平成 20 年４月１日から平成 21 年３月 31 日まで

単位：千円
科　　　目 一般会計 特別会計 合　計

Ⅰ　事業活動収支の部
 １．事業活動収入
　　財産運用収入 1,309 2,010 3,319
　　入会金・会費収入 107,294 0 107,294
　　負担金他収入 4,090 0 4,090
　　　　　事業活動収入計 112,693 2,010 114,703
　２．事業活動支出
　　事業費支出
　　　母校援助費支出 19,500 1,000 20,500
　　　広報関連支出 30,375 0 30,375
　　　会員大会等支出 10,701 0 10,701
　　　支部援助費支出 11,400 0 11,400
　　　　　事業費支出計 71,976 1,000 72,976
　　管理費支出
　　　給料手当等支出 16,552 0 16,552
　　　会議・通信費等支出 17,977 0 17,977
　　　賃借料他支出 3,464 4 3,468
　　　　管理費支出計 37,993 4 37,997
　　　　事業活動支出計 109,969 1,004 110,973
　　　　　事業活動収支差額 2,724 1,006 3,730
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　退職給付引当預金取崩収入 925 0 925
　　　　　投資活動収入計 925 0 925
　２．投資活動支出
　　退職給付引当預金支出 760 0 760
　　固定資産取得支出 1,300 0 1,300
　　　投資活動支出 計 2,060 0 2,060
　　　投資活動収支差額 △　　1,135 0 △　　1,135
Ⅲ　財務活動収支の部
　１．その他の収入
　　前受入会金･会費収入 72,140 0 72,140
　　　　その他の収入計 72,140 0 72,140
　２．収入調整勘定支出
　　前受入会金等調整支出 72,210 0 72,210
　　　収入調整勘定支出計 72,210 0 72,210
　　　財務活動収支差額 △　　 70 0 △　　 70
Ⅳ予備費 1,500 0 1,500
　　　当期収支差額 19 1,006 1,025
　　　前期繰越収支差額 80,785 19,427 100,212
　　　次期繰越収支差額 80,804 20,433 101,237

発
足
20
周
年
を
記
念

　

香
川
県
支
部
が
発
足
二
十
周

年
を
迎
え
た
。
こ
れ
を
記
念
す

る
総
会
は
十
二
月
二
日
、
高
松

市
の
全
日
空
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
四
十
人
が
参
加
。
大
学
か

ら
宮
本
徳
夫
学
長
補
佐
ら
、
有

信
会
か
ら
も
川
畑
理
事
長
を
は

じ
め
大
阪
、
岡
山
各
支
部
代
表

ら
が
出
席
し
た
。
支
部
が
発
足

し
た
の
は
本
州
ー
四
国
を
結
ぶ

瀬
戸
大
橋
開
通
の
年
。
井
川
支

部
長
が
感
慨
を
述
べ
、
支
部
設

立
の
た
め
県
内
を
駆
け
回
っ
た

当
時
の
苦
労
話
な
ど
も
披
露
さ

れ
た
。
会
員
の
医
師
に
よ
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
の
講
演
も
あ
っ
た
。
懇
親

会
で
は
十
人
が
け
の
各
テ
ー
ブ

ル
に
話
題
提
供
者
二
人
ず
つ
を

配
置
、
参
加
意
識
を
高
め
た
。

岩
国
支
部
は
忘
年
会

　

岩
国
支
部
は
有
志
に
よ
る
忘

年
会
を
十
一
月
三
十
日
、
岩
国

市
の
割
烹
・
喜
代
で
行
っ
た
。

同
店
オ
ー

ナ
ー
を
は

じ
め
会
員

十
三
人
が

参
加
。
フ

グ
懐
石
を

楽
し
ん
だ
。

添

田

支

部

31
回
総
会
に
は
20
人

　

添
田
支
部
の
第
三
十
一
回
総

会
は
一
月
二
十
七
日
、
福
岡
県

田
川
郡
添
田
町
の
味
の
蔵
麺
処

九
ち
ゃ
ん
で
開
い
た
。
二
十
人

が
参
加
。
大
学
か
ら
法
人
事
業

部
の
瀬
理
憲
二
部
長
、
有
信
会

か
ら
水
原
副
理
事
長
、
田
川
支

部
代
表
が
出
席
。

母
校
出
身
の
松
尾
氏

　

母
校
出
身
の
判
事
と
し
て
は

第
一
号
の
宮
崎
地
方
裁
判
所
・

家
庭
裁
判
所
の
所
長
だ
っ
た
松

尾
昭
一
氏
（
法
45
）
が
二
月

七
日
の
最
高
裁
人
事
で
、
福
岡

高
裁
の
総
括
判
事
に
発
令
さ
れ

た
。

　
「
い
つ
か
は
福
岡
で
も
勤
務

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
夢
が

実
現
し
た
。
同
氏
は
東
京
地
裁

を
振
り
出
し
に
、
専
ら
刑
事
裁

判
を
担
当
。
横
浜
地
裁
総
括
判

事
か
ら
平
成
十
八
年
六
月
に
宮

崎
へ
。（
本
紙
１
２
２
号
参
照
）

福
岡
高
裁
の
総

括
判
事
に
異
動

香 川 県 支 部



（�） 第 126号 2008 年（平成 20年）３月有　　　信

平成 20 年度　　事 業 計 画 書（案）　
　有信会・福岡大学ともに新執行部となり、両者のパー
トナーシップの強化が期待される。母校と有信会の発展
充実は相互に補完し合っており、有信会は母校への物心
両面の支援活動を継続する。一方、会員の親睦を増進し、
一般参加の講演会やボランティア活動など地域社会への
公益活動を更に推進する。
１　公益活動の推進
・大学の広報活動やエクステンション活動、就職進路支

援活動を組織的に支援する。
・大学 75 周年記念事業の支援企画を検討する。
・会員以外の一般市民も参加できる講演会を開催する。
・10 月上旬有信チャリティゴルフ大会を開催する。
２　事業活動の充実と会員相互の親睦強化
　準会員である在学生と会員との交流をはかり、有意義
な情報交換と人材育成の場を目指した「在学生との懇談
会」を開催する。
　学友会活動を支援している学友会 OB 会との連携を強
化して、「有信八日会」「有信ゴルフ会」等の事業を充実
させる。支部の活性化をはかるために、会員大会と同日
に「支部長会」を開催する。
３　広報活動の充実
　広報紙「有信」とホームページのそれぞれの機能を充
実させて、更に親しみやすく分かりやすい広報を目指す。
４　組織の活性化
　地域・職域の支部とともに各学部同窓会、学友会 OB
会と有信会を支える基盤が強化されたので、この組織が
相互に有機的に機能し会員が有信会活動に気軽に参加で
きる環境や情報を提供する。
５　会員データベースの充実と情報の管理体制の徹底
　会員データベースは同窓会活動の源になる情報であ
り、個人情報保護法を遵守して個人データの取得、管理
に遺漏のないよう努める。
６　財政基盤の強化
　今後の財政基盤の強化のため、経費節減への一層の努
力と終身会費の徴収の徹底、資金運用の効率化に努める。
７　各種会議・会合の有効な運営
　各種会議・会合を必要に応じて開催し、組織の活性化
に努める。
８　公益法人制度改革に伴う準備
　公益法人制度改革３法の施行に伴って、対応検討委員
会を設置し、定款等の変更に備える。

平成 20 年度　一般会計収支予算書（案）
平成 20 年４月１日から平成 21 年３月 31 日まで

単位：千円
科　　　目 予算額 前年度予算額

Ⅰ事業活動収支の部
　1. 事業活動収入
　　①財産運用収入
　　　基本財産運用収入 1 0
　　　特定資産運用利息収入 1,225 1,066
　　　一般利息収入 83 10
　　②入会金収入 47,897 46,190
　　③会費収入
　　　会費収入⑴ 47,897 46,190
　　　会費収入⑵ 11,500 12,000
　　④負担金収入 4,000 4,020
　　⑤雑収入 90 90
　　　　事業活動収入計 112,693 109,566
　2. 事業活動支出
　　①事業費支出

　　　母校援助費支出 19,500 19,500
　　　広報紙発行費支出 23,080 23,208
　　　ＩＴ事業費支出 7,295 6,284
　　　会員大会費支出 5,338 5,370
　　　レディーズクラブ総会支出 2,493 2,417
　　　講演会支出 1,770 2,390
　　　新年賀詞交換会支出 1,100 1,100
　　　支部援助費支出 11,400 11,173
　　　　事業費支出計 71,976 71,442
　　②管理費支出
　　　給料手当支出 13,667 13,752
　　　退職金支出 925 3,370
　　　福利厚生費支出 1,960 2,046
　　　会議費支出 4,270 4,200
　　　旅費交通費支出 4,580 4,050
　　　通信運搬費支出 4,900 5,200
　　　消耗品費支出 800 802
　　　印刷製本費支出 3,427 3,210
　　　賃借料支出 1,184 1,184
　　　光熱費支出 230 230
　　　支払手数料支出 300 300
　　　雑費支出 1,750 1,750
　　　　管理費支出計 37,993 40,094
　　　　事業活動支出計 109,969 111,536
　　　　　事業活動収支差額 2,724 △　　 1,970
Ⅱ投資活動収支の部
　1. 投資活動収入
　　①退職給付引当預金取崩収入 925 3,370
　　　投資活動収入 計 925 3,370
　2. 投資活動支出
　　①特定資産引当預金
　　　退職給付引当預金支出 760 825
　　②固定資産取得支出
　　　什器備品取得支出 1,300 500
　　　　投資活動支出計 2,060 1.325
　　　　　投資活動収支差額 △　　1,135 2,045
Ⅲ財務活動収支の部
　1. その他の収入
　　①前受入会金収入 36,070 34,940
　　②前受会費収入 36,070 34,940
　　　　その他の収入計 72,140 69,880
　2. 収入調整勘定支出
　　①前受入会金調整支出 36,105 34,765
　　②前受会費調整支出 36,105 34,765
　　　　収入調整勘定支出計 72,210 69,530
　　　　　財務活動収支差額 △ 　　　70 350
Ⅳ予備費支出 1,500 0
　　　　　当期収支差額 19 425
　　　　　前期繰越収支差額 80,785 69,122
　　　　　次期繰越収支差額 80,804 69,547

（注）
１．収支予算書は18年度から「公益法人会計における内

部管理事項について」（平成17年3月23日　公益法人等
の指導監督等に関する関係省庁連絡会議幹事会申し合
わせ）に示された３区分の様式により作成している。

２．平成20年度収支予算額での前期繰越収支差額は、平
成19年度決算見込額で計上している。
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正光印刷（株）

会
費
未
納
者
に
は﹁
有
信
﹂削
減

　

有
信
会
の
終
身
会
費
は
、

平
成
十
一
年
卒
か
ら
二
万
円

の
う
ち
一
万
円
を
卒
業
後
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
未
納
者
に
は
年
三

回
発
送
す
る「
有
信
」を
一
回

に
削
減
し
ま
す
。
未
納
の
方

は
残
り
一
万
円
を
至
急
納
入

し
て
下
さ
い
。

◆有信会の主なスケジュール◆

月　日　予　定　行　事
４・２　大学入学式
　　17　監査
　　20　古賀支部総会
　　23　第１回理事会
　　下　島原支部総会
５・上　佐賀支部総会
　　８　在学生との懇談会
　　16　北九州支部総会
　　18　第７回ホームカミングデー
　　22　柳川支部総会
　　27　第２回理事会
　　　　十一会(福経22年卒同窓会)
　　下　浮羽、山口、福岡市役所各
　　　　支部総会
　　　　外専同窓会
６・５　東京支部総会
　　上　宗像支部総会
　　中　神戸、日田、大分市役所、
　　　　豊和銀行、福岡銀行各支部
　　　　総会
　　21　20年度会員大会
　　29　沖縄支部総会
　　下　太宰府支部総会
７・２　第３回理事会
　　５　佐世保支部総会
　　６　筑紫野、大野城各支部総会
　　上　岩国、久留米各支部総会
　　中　伊都、諫早、鳥取西部、別
　　　　府、京滋各支部総会

［注］上中下は上旬、中旬、下旬
　　　学部同窓会は別記 (５面 )　

　

新
春
恒
例
の
母
校
・
新
年
交
歓
会
と
有
信
会
・

賀
詞
交
換
会
が
相
次
い
で
開
か
れ
た
。
母
校
の

創
立
七
十
五
周
年
を
間
近
に
し
て
参
加
者
た
ち

は
「
さ
ら
な
る
飛
躍
を
」
と
心
を
新
た
に
し
た
。

七
十
五
周
年
の
記
念
式
典
は
来
年
十
月
二
十
四

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

新
年
交
歓
会　
母　

校

﹁
地
域
に
根
を
張
っ
て
﹂

　

母
校
の
新
年
交
歓
会
は
一
月

五
日
、
七
隈
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

ヘ
リ
オ
ス
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

た
。
大
学
を
は
じ
め
有
信
会
や

父
母
後
援
会
な
ど
か
ら
関
係
者

約
二
百
四
十
人
が
参
加
。
厳
粛

な
中
で
も
新
年
の
言
葉
を
交
わ

す
な
ど
華
や
い
だ
雰
囲
気
も

漂
っ
た
。

　

学
校
法
人
の
末
永
直
行
理
事

長
が
ま
ず
あ
い
さ
つ
。
衛
藤
卓

也
学
長
に
よ
る
新
体
制
が
十
二

月
か
ら
始
動
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
「
魅
力
あ
る
学
園
作

り
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
全
学
が
一
致
協
力
し
て
飛

躍
の
年
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
、
参
加
者
へ
緊
張
感
を

求
め
た
。

　

続
い
て
衛
藤
学
長
が
登
壇
。

「
大
学
は
規
制
緩
和
さ
れ
、
供

給
過
剰
に
伴
う
競
争
の
激
化

が
予
想
さ
れ
る
。
地
域
に
根
を

張
っ
て
安
定
と
発
展
の
軌
道
に

乗
せ
た
い
」
と
力
強
く
決
意
を

賀
詞
交
換
会　
有
信
会

﹁
実
行
あ
る
の
み
で
す
﹂

　

有
信
会
の
賀
詞
交
換
会
が
開

か
れ
た
の
は
一
月
九
日
。
福
岡

市
中
央
区
の
福
岡
国
際
ホ
ー
ル

述
べ
た
。
公
開
の
場
で
の
決
意

表
明
は
、
学
長
に
就
任
し
て
初

め
て
の
こ
と
。
会
場
は
か
た
ず

を
の
ん
で
聞
き
入
っ
た
。

　

有
信
会
か
ら
は
川
畑
理
事

長
、
各
副
理
事
長
、
理
事
な
ど

が
顔
を
揃
え
た
。
交
歓
の
場
で

は「
お
め
で
と
う
」「
今
年
も
よ

ろ
し
く
」な
ど
、あ
い
さ
つ
と
と

も
に
交
流
の
輪
が
広
が
っ
た
。

に
母
校
の
衛
藤
学
長
や
各
副
学

長
、
学
部
長
な
ど
を
来
賓
と
し

て
迎
え
、
約
二
百
二
十
人
が
参

加
し
た
。
和
太
鼓
演
奏
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
り
、
全

員
が
声
を
揃
え
て
の
校
歌
斉
唱

で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

有
信
会
の
川
畑
理
事
長
は
「
少

子
化
の
影
響
は
母
校
に
も
必
ず

　

新
年
度
は
母
校
の
入
学
式
か

ら
始
ま
る
。
四
月
二
日
（
水
）

に
第
二
記
念
会
堂
で
行
わ
れ

る
。
大
学
側
が
例
年
招
待
し
て

い
る
卒
業
生
は
今
年
、
昭
和

四
十
年
卒
が
対
象
。
さ
ら
に
、

卒
業
生
た
ち
が
母
校
に
集
ま
る

第
七
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
五
月
十
八
日
（
日
）
に
予
定

さ
れ
て
い
る
。
参
加
は
無
料
。

一
方
、
支
部
総
会
は
夏
場
が
近

づ
く
に
つ
れ
て
集
中
し
て
く

る
。
特
に
六
月
は
九
カ
所
、
七

月
は
十
カ
所
で
開
催
予
定
。
各

支
部
と
も
年
一
回
の
こ
と
だ
け

に
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

商
学
部
第
二
部
が
「
社
会
人

コ
ー
ス
」
の
履
修
生
を
募
集

し
て
い
る
。
会
社
員
、
公
務

員
、
中
間
管
理
職
な
ど
が
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
体
系
的

に
学
べ
る
コ
ー
ス
で
、
第
二

部
学
生
と
と
も
に
夜
間
で
受

講
（
二
十
単
位
以
内
）。
十
二

単
位
以
上
の
修
得
者
に
は
修

了
証
を
出
す
。
募
集
人
員
は

二
十
人
程
度
。
出
願
は
三
月
下

旬
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
商
学
部
事
務
局
＝
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
９
２
・
８
７
１
・
６
６
３
１

（
内
２
５
４
６
）

や
っ
て
く
る
。
新
し
い
企
画
を

立
て
て
も
実
行
が
伴
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
実
行
あ

る
の
み
で
す
」
と
、
や
や
厳
し

い
口
調
で
、
新
年
の
心
構
え
を

参
加
者
に
訴
え
た
。

　

衛
藤
学
長
も
来
賓
と
し
て

「
大
学
と
有
信
会
は
歯
車
の
関

係
。
こ
れ
が
噛
み
合
わ
な
く

な
っ
た
り
、
離
れ
た
り
し
て
は

な
ら
な
い
。
感
性
を
ひ
と
つ

に
、
連
帯
し
て
大
学
を
運
営
し

た
い
」
と
、
母
校
へ
の
支
援
を

呼
び
か
け
た
。

　

和
太
鼓
演
奏
し
た
の
は
現
役

学
生
の
サ
ー
ク
ル
。
元
気
い
っ

ぱ
い
、
力
強
い
太
鼓
の
音
が
空

気
を
振
る
わ
せ
た
。
最
後
に
は

有
信
会
飯
塚
支
部
の
緑
川
紀
彦

支
部
長
と
大
学
の
馬
本
誠
也
副

学
長
が
お
互
い
に
エ
ー
ル
を
交

わ
し
て
万
歳
三
唱
し
た
。

▪
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
▪

　

吉
田　

信
夫
氏
（
よ
し
だ
・

の
ぶ
お
＝
名
誉
教
授
、
土
木
工

学
）二
月
二
十
三
日
死
去
、七
十

三
歳
。自
宅
は
福
岡
市
早
良
区
。

  

本
吉　

敬
治
氏（
も
と
よ
し
・

け
い
じ
＝
名
誉
教
授
、
経
済
政

策
論
）
一
月
二
十
五
日
死
去
、

八
十
三
歳
。
自
宅
は
未
公
表
。

　

内
藤　

説
也
氏
（
な
い
と
う

・
せ
つ
や
＝
名
誉
教
授
、
内
科

学
）
昨
年
十
二
月
九
日
死
去
、

七
十
二
歳
。
自
宅
は
未
公
表
。

社
会
人
コ
ー
ス

の
履
修
生
募
集
商二部

なごやかに懇談する新年交歓会

会話も弾む賀詞交換会

心新たに飛躍期すホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
５
／
18




